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Expansion of Passenger Traffic in the Asia Pacific Region © @LxiEd

B The increase in passengers between North America and Asia surpasses that
of travel between any other regions.
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Increase of International Tourists to Japan © @LxiEd

B The total number of international tourists to Japan exceeded 10 million in 2013.
B In 2018, it exceeded 30 million for the first time ever thanks to the steady growth
of visiting tourists from Asia and other regions.
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Increase of Inbound Tourists to Japan © BLxEY

B Inbound tourists are not only from Asia
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Enhanced Aviation Network between Japan and Southeast Asia® BLX&E#&

2010 Summer (11 cities, 373 flights/week) 2019 Summer (14 cities, 903 flights/week)
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Note: Passenger flights as at the first week of each Summer schedule. s



Increased Nonstop Flights between Japan and U.S. 2 ELREE
2010 Summer (12 cities, 238 flights/week) 2019 Summer (16 cities, 306 flights/week)

More flights from 2020 Summer!
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More Direct Flights between U.S. and Southeast Asia Y BLzEH

B The need for more direct flights between U.S. and Asia is triggered by new
long range airplanes and increasing passenger demand for direct flights.

W Still, the number of cities in the U.S. and Asia linked by nonstop flights are
limited; thus, connecting hubs are necessary between North America and Asia.

San Francisco New York
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— Singapore — Singapore
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Note: Passenger flights as at the first week of 2019 Summer schedule.



Potential of Japan — Connecting Hub for North America and Asia & BXXi@&

B Japan has the geographical advantage as a connecting hub between North
America and Asia.

B As the number of nonstop flights between North America and Asia is limited, more
frequent services between North America and Japan, as well as between Japan
and Asia, can offer a wide range of choices for passengers when travelling.




Number of Passengers in Major Airports in Japan © @ELxEd

B Haneda and Narita are the two major airports in the Tokyo metropolitan area
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Capacity Expansion of Tokyo Metropolitan Airports (Narita & Haneda) Y BXRER

B Our target is one million take-offs/landings, roughly the same as New York or London,
by introducing new flight routes at Haneda and a new 3" runway at Narita etc.
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Note: Take offs and landings are counted separately (a take off and landing set is counted as two).



Graph1

		～22.10		～22.10		0

		22.10.31		22.10.31		0

		25.3.31		25.3.31		3

		26.3.30		26.3.30		3

		27.3.29		27.3.29		3

		2020年		2020年		3



成田空港

羽田空港

22

30.3

22

30.3

27

33.1

27

38

30

35

34

42



Sheet1

				羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ										（単位：万回） タンイマンカイ

						現在 ゲンザイ		Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H24.4頃 コロ		将来 ショウライ

				羽田 ハネダ		30.3		30.3		33.1		40.7		44.7

				成田 ナリタ		20		22		22		30		30

				合計 ゴウケイ		50.3		52.3		55.1		70.7		74.7

				（注）成田については、現行の運用時間（6～23時）のままでも、地元対策等の制約が解消されればＡ・Ｂ滑走路で最大約30万回までの処理が可能 チュウナリタゲンコウウンヨウジカンジジモトタイサクトウセイヤクカイショウカッソウロサイダイヤクマンカイショリカノウ

				Ｈ22年10月：Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加 ネンガツカッソウロキョウヨウカイシトモナコクサイセンヤクマンカイゾウカ

				羽田については、管制等の慣熟が図られた段階的に実施。 ハネダカンセイトウカンジュクハカダンカイテキジッシ

				深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能 シンヤソウチョウワクカツヨウバアイヤクマンカイゾウワクカノウ

				羽田空港再拡張事業費総額 ハネダクウコウサイカクチョウジギョウヒソウガク						6,793億円 オクエン

										国：財投：地方＝３：５：２ クニザイトウチホウ

										（2,038億円：3,397億円：1,358億円） オクエンオクエンオクエン

				成田空港北伸事業費総額 ナリタクウコウキタシンジギョウヒソウガク						232億円 オクエン

										（会社事業費203億円＋国直轄事業2,918） カイシャジギョウヒオクエンクニチョッカツジギョウ



Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加

Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加

管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加

管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加

管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加



Sheet1 (2)

		羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ										（単位：万回） タンイマンカイ

						現在 ゲンザイ		Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		将来 ショウライ

		羽田 ハネダ				30.3		30.3		33.1		40.7

				Ａ

				Ｂ

				Ｃ

				Ｄ

				合計 ゴウケイ

		成田 ナリタ				20		22		22		30

				Ａ

				Ｂ

				合計 ゴウケイ

		合計 ゴウケイ				50.3		52.3		55.1		70.7

		（注）成田については、 チュウナリタ

		羽田空港再拡張事業費総額 ハネダクウコウサイカクチョウジギョウヒソウガク								7,505億円 オクエン

		成田空港北伸事業費総額 ナリタクウコウキタシンジギョウヒソウガク								1,200億円 オクエン





Sheet1 (3)

				羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ										（単位：万回） タンイマンカイ

						現在 ゲンザイ		Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H24.4頃 コロ		将来 ショウライ

				羽田 ハネダ		30.3		30.3		33.1		40.7		44.7

				成田 ナリタ		20		22		22		22		30

				合計 ゴウケイ		50.3		52.3		55.1		62.7		74.7

						成田：北伸事業完了により、2万回増加 ナリタキタシンジギョウカンリョウマンカイゾウカ

								羽田：Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加 ハネダ

				発着回数
増加要因 ハッチャクカイスウゾウカヨウイン						羽田：管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加 ハネダ

												羽田：地元対策等の制約が解消され、深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能 ハネダジモトタイサクトウセイヤクカイショウ

												成田：現行の運用時間（6～23時）のままでも、地元対策等の制約が解消されれた場合、約8万回の増枠が可能 ナリタバアイゾウワク

				羽田空港再拡張事業費総額 ハネダクウコウサイカクチョウジギョウヒソウガク						6,793億円 オクエン

										国：財投：地方＝３：５：２ クニザイトウチホウ

										（2,038億円：3,397億円：1,358億円） オクエンオクエンオクエン

				成田空港北伸事業費総額 ナリタクウコウキタシンジギョウヒソウガク						232億円 オクエン

										（会社事業費203億円＋国直轄事業2,918） カイシャジギョウヒオクエンクニチョッカツジギョウ



Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加

Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加

管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加

管制等の安全確保等を図りつつ段階的に増加



滑走路別

		羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ

																（単位：万回） タンイマンカイ

		羽　　田 ハネタ				現在 ゲンザイ				Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H24.4頃 コロ		将来 ショウライ

				滑走路 カッソウロ

				A		15				15		15		14

				B		-				-		-		-

				C		15				15		15		14

				D								3		14

				合計 ゴウケイ		30.3				30.3		33.1		40.7		44.7

		成　　田 シゲルタ				現在 ゲンザイ				Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H24.4頃 コロ		将来 ショウライ

				滑走路 カッソウロ

				A		13.5				13.5		13.5		13.5		15

				B		6.5				8.5		8.5		8.5		15

				合計 ゴウケイ		20				22		22		22		30

		総合計 ソウゴウケイ				50.3				52.3		55.1		62.7		74.7

						【羽田】 ハネダ

						Ｈ22.10～　		Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加 カッソウロキョウヨウカイシトモナコクサイセンヤクマンカイゾウカ

						Ｈ24.4頃		安全確保を図りつつ管制等の慣熟により段階的に増加

		発着回数				将来		地元対策等の制約が解消され、深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能

		増加要因 ゾウカヨウイン				【成田】 ナリタ

						Ｈ22.10～　		平行滑走路（Ｂ滑走路）2,500ｍ化により約２万回増加 ヘイコウカッソウロカッソウロカヤクマンカイゾウカ

						将来		地元対策等の制約が解消されれた場合、現行の運用時間（6～23時）のままでも、約8万回の増枠が可能

		（注）羽田の滑走路別発着回数については年間全て北風と仮定して計算 チュウハネダカッソウロベツハッチャクカイスウネンカンスベキタカゼカテイケイサン

		【羽田】 ハネダ

		　　Ｄ滑走路整備事業総事業費 カッソウロセイビジギョウソウジギョウヒ								　　     　6,793億円 オクエン

		【成田】 ナリタ

		平行滑走路2,500ｍ化事業総事業費     232億円 ヘイコウカッソウロカジギョウソウジギョウヒ



国　　  　   財投　　       地方
          ３　　     　   ５          　　  ２
（2,038億円　　　3,397億円　　　1,358億円）

：

：

：

：

：

：

国直轄事業　　2,918億円

会 社 事 業    　203億円



合計のみ

		羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ

																		（単位：万回） タンイマンカイ

						H20.5～		現在 ゲンザイ				Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H24.4頃 コロ		将来 ショウライ

		羽　　田 ハネタ				29.6		30.3				30.3		33.1		40.7		44.7

		成　　田 シゲルタ				20		20				22		22		22		30

		合　　計 ゴウケイ						50.3				52.3		55.1		62.7		74.7

								【羽田】 ハネダ

								Ｈ22.10～　		Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加 カッソウロキョウヨウカイシトモナコクサイセンヤクマンカイゾウカ

								Ｈ24.4頃		安全確保を図りつつ管制等の慣熟により段階的に増加

		発着回数						将来		地元対策等の制約が解消され、深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能

		増加要因 ゾウカヨウイン						【成田】 ナリタ

								Ｈ22.10～　		平行滑走路2,500ｍ化により約２万回増加 ヘイコウカッソウロカヤクマンカイゾウカ

								将来		地元対策等の制約が解消されれた場合、現行の運用時間（6～23時）のままでも、約8万回の増枠が可能

		【羽田】 ハネダ

		　　Ｄ滑走路整備事業総事業費 カッソウロセイビジギョウソウジギョウヒ										　　     　6,793億円 オクエン

		【成田】 ナリタ

		平行滑走路2,500ｍ化事業総事業費     232億円 ヘイコウカッソウロカジギョウソウジギョウヒ



国　　  　   財投　　       地方
          ３　　     　   ５          　　  ２
（2,038億円　　　3,397億円　　　1,358億円）

：

：

：

：

：

：

国直轄事業　　2,918億円

会 社 事 業    　203億円



羽田・成田

		羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ

																				（単位：万回） タンイマンカイ

								H20.5～		現在 ゲンザイ				Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H243.4頃 コロ		将来 ショウライ

		羽　　田 ハネタ						29.6		30.3				30.3		37.1		39.0		44.7

				昼間 ヒルマ				29.6		30.3				30.3		33.1		35.0		40.7

						国内線 コクナイセン		29.6		29.4				29.4		30.1		32.0		（注2） チュウ

						国際線 コクサイセン		-		（注1） チュウ				（注1） チュウ		3.0		3.0		（注2） チュウ

				深夜早朝 シンヤソウチョウ				-		-				-		4.0		4.0		4.0

						国内線 コクナイセン		-		-				-		（注3） チュウ		（注3） チュウ		（注3） チュウ

						国際線 コクサイセン		-		-				-		（注3） チュウ		（注3） チュウ		（注3） チュウ

		成　　田 シゲルタ						20		20				22		22		22		30

		合　　計 ゴウケイ								110				112		129.3		135		119.4

								【羽田】 ハネダ

								Ｈ22.10～：Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加　

								Ｈ24.4頃将来  ：管制の安全確保等を図りつつ段階的に実施安全確保を図りつつ管制等の慣熟により段階的に増加     ショウライカンセイアンゼンカクホトウハカダンカイテキジッシ

		発着回数						将　　　来：地元対策等の制約が解消され、深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能

		増加要因 ゾウカヨウイン						【成田】 ナリタ

								Ｈ22.9～：平行滑走路2,500ｍ化により約２万回増加　

								将　　 来：地元対策等の制約が解消されれた場合、現行の運用時間（6～23時）のままでも、約8万回の増枠が可能

		（注1）国際チャーター便を0.9万回運航。
（注2）発着回数の増加は、空港運用の慣熟を踏まえて、航空輸送の安全を確保した上で、段階的に増枠。また、国内線需要に適切に対応しつつ、国内・国際双方の需要の伸びを勘案し、羽田のアクセス利便性をいかせる路線を中心に国際線の増加を推進。
（注3）国際定期便を約3万回就航。 チュウコクサイビンマンカイウンコウチュウハッチャクカイスウゾウカクウコウウンヨウカンジュクフコウクウユソウアンゼンカクホウエダンカイテキゾウワクコクナイセンジュヨウテキセツタイオウコクナイコクサイソウホウジュヨウノカンアンハネダリベンセイロセンチュウシンコクサイセンゾウカスイシンチュウコクサイテイキビンヤクマンカイシュウコウ

		【羽田】 ハネダ

		　　Ｄ滑走路整備事業総事業費 カッソウロセイビジギョウソウジギョウヒ												　　     　7,417億円 オクエン

																※財源は概ねの比率 ザイゲンオオムヒリツ

		【成田】 ナリタ

		平行滑走路2,500ｍ化事業総事業費    ○○億円 ヘイコウカッソウロカジギョウソウジギョウヒ



国　　  　   財投　　       地方
          ３　　     　   ５          　　  ２
（2,241億円　　　3,733億円　　　1,444億円）

：

：

：

：

：

：

国直轄事業　　○○億円

会 社 事 業    　○○億円



羽田・成田 (2)

		羽田・成田空港の発着回数見込 ハネダナリタクウコウハッチャクカイスウミコミ

																				（単位：万回） タンイマンカイ

								H20.5～		現在 ゲンザイ				Ｈ22.3～		Ｈ22.10～		H243.4頃 コロ		将来 ショウライ										～22.10		22.10.31		25.3.31		26.3.30		27.3.29		2020年 ネン		2020年以降 ネンイコウ

		羽　　田 ハネタ						29.6		30.3				30.3		37.1		39.0		44.7				羽田空港 ハネタクウコウ						30.3		37		41		44.7		44.7		48.7		48.7

				昼間 ヒルマ				29.6		30.3				30.3		33.1		35.0		40.7						昼間 ヒルマ				30.3		30.3		33.1		38.0		35.0		42.0		42.0

						国内線 コクナイセン		29.6		29.4				29.4		30.1		32.0		（注2） チュウ								国内線 コクナイセン		29.4		29.4		30.1		32.0		32.0		32.0		32.0

						国際線 コクサイセン		-		0.9				0.9		3.0		3.0		（注2） チュウ								国際線（羽田） コクサイセンハネダ		0.9		0.9		3.0		6.0		6.0		10.0		10.0

				深夜早朝 シンヤソウチョウ				-		-				-		4.0		4.0		4.0						深夜早朝 シンヤソウチョウ				-		-		3.0		3.0		3.0		3.0		3.0

						国内線 コクナイセン		-		-				-		（注3） チュウ		（注3） チュウ		（注3） チュウ								国内線 コクナイセン		-		-		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						国際線 コクサイセン		-		-				-		3.0		3.0		3.0								国際線 コクサイセン		-		-		3.0		3.0		3.0		3.0		3.0

		成　　田 シゲルタ						20		20				22		22		22		30				成田空港 シゲルタクウコウ						22		22		27		27		30		34		50.0

		合　　計 ゴウケイ								50.3				52.3		55.1		57		70.7								国内線 コクナイセン		1.3		2.0		2.0		2.0

								【羽田】 ハネダ																				国際線（成田） コクサイセンナリタ		18.7		20.0		20.0		20.0

								Ｈ22.10～：Ｄ滑走路の供用開始に伴い、国際線約３万回増加　																合計 ゴウケイ						52.3		52.3		60.1		65

								Ｈ24.4頃将来  ：管制の安全確保等を図りつつ段階的に実施安全確保を図りつつ管制等の慣熟により段階的に増加     ショウライカンセイアンゼンカクホトウハカダンカイテキジッシ																				国内線 コクナイセン		30.7		31.4		32.1		34.0

		発着回数						将　　　来：地元対策等の制約が解消され、深夜早朝枠をフル活用した場合、約4万回の増枠が可能																				国際線（羽田＋成田） コクサイセンハネダナリタ		22.9		22.9		30.0		33.0

		増加要因 ゾウカヨウイン						【成田】 ナリタ

								Ｈ22.9～：平行滑走路2,500ｍ化により約２万回増加　

								将　　 来：地元対策等の制約が解消されれた場合、現行の運用時間（6～23時）のままでも、約8万回の増枠が可能

		（注1）国際チャーター便を0.9万回運航。
（注2）発着回数の増加は、空港運用の慣熟を踏まえて、航空輸送の安全を確保した上で、段階的に増枠。また、国内線需要に適切に対応しつつ、国内・国際双方の需要の伸びを勘案し、羽田のアクセス利便性をいかせる路線を中心に国際線の増加を推進。
（注3）国際定期便を約3万回就航。 チュウコクサイビンマンカイウンコウチュウハッチャクカイスウゾウカクウコウウンヨウカンジュクフコウクウユソウアンゼンカクホウエダンカイテキゾウワクコクナイセンジュヨウテキセツタイオウコクナイコクサイソウホウジュヨウノカンアンハネダリベンセイロセンチュウシンコクサイセンゾウカスイシンチュウコクサイテイキビンヤクマンカイシュウコウ

		【羽田】 ハネダ

		　　Ｄ滑走路整備事業総事業費 カッソウロセイビジギョウソウジギョウヒ												　　     　7,417億円 オクエン

																※財源は概ねの比率 ザイゲンオオムヒリツ

		【成田】 ナリタ

		平行滑走路2,500ｍ化事業総事業費    ○○億円 ヘイコウカッソウロカジギョウソウジギョウヒ



国　　  　   財投　　       地方
          ３　　     　   ５          　　  ２
（2,241億円　　　3,733億円　　　1,444億円）

：

：

：

：

：

：

国直轄事業　　○○億円

会 社 事 業    　○○億円
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i " Passengers/year  International: 33.93 2 B 1383
Narita International 41.24 Million Domestic: 7.31 -

B Main international airport of the Tokyo metropolitan area
B Capacity increase targeting 500,000 from 300,000 take-offs/landings

> 2nd runway B extension (from 2,500m to 3,500m)

i A
%

L
s

» New 3" runway C construction (3,500m)
» Night time slot increase by extending operating hours

B Increase of rapid train services and less expensive (approx. $10) bus
services to central Tokyo

Runway B extension & new 3" runway Increase night time capacity

I I _ Limited to 10 T/O or| I iBuffer in case
¥ !&_55.;,_&}_-) .!__.|n_.a.:,nm}-.c:,m;a.. f{ml‘,\?.-: N i A .-I_:_.rl-z -. S Present L/D for each runway 2:3-60 of delays
X @ ; PN\, 3 RICT % R - T\ 2 : =1
W\ TN _ b2 : o, T _ Operating hours !
b
L

-
6:00 2:00. 24:00

| 2
O;t 2019~ "V

Operating hours r_: )
/6:00 2400, 24+30

After 3™ runway in operation

[ Operating hours \r_: 25:00
5:00 24:30 [0




Kansai |nternati0nal Osaka Passengers/year International: 22.8 _: @iﬁiﬁ%
: 29.31 Million Domestic: 6.51
B Strong air traffic demand from the Greater Kansai region around Osaka, the second
largest population in Japan
B 24 hour operation with two runways (4,000m and 3,500m long)
B Integrated airport operations under private management which started in April 2016

B Upgrade of airport facilities: CIQ capacity increase, introduction of “Smart Security
System” for the X-ray check process, and new International Terminal for Low Cost
Carriers (Opened in January 2017)

B Aviation network enhancement by increasing the number of destinations in Asia

New International Terminal
£.for Low Cost Carriers

O Nonstop flights to Seattle, Los Angeles,
i San Francisco, Honolulu, etc. !
O Approx.190 flights/week to Southeast
Sl | Asia (Bangkok, Singapore, Manila, .
e P— 'l | Hanoi, Kuala Lumpur, etc.) -

_________________________________________________________________________



: - Passengers/year International: 6.09 | B 13388
Chubu Centrair International, Nagoya\ 1> 34 Millon - \_

B Strong air traffic demand from the Greater Nagoya region, the hub of major
manufacturing industries, including car manufacturers and heavy industries

B Upgrade of airport facilities: New Low Cost Carrier Terminal (September 2019),
new International Exhibition Center (August 2019), and Commercial Complex
exhibiting “Flight of Dreams” (October 2018)

B Aviation network enhancement by increasing the number of destinations in Asia

International
Exhibition Center

Commercial Complex
(FLIGHT OF DREAMS)

New Commercial Complex
showcasing the first flight test
aircraft of Boeing B787

77777777 @<

| New Terminal for CE Ty X .
| Low Cost Carriers | &

______________________________________________________________________________________

' O Nonstop flights to Detroit and Honolulu etc.
i O Approx.80 flights/week to Southeast Asia
' (Bangkok, Singapore, Manila, Hanol, etc.)

12

~




Q) N .
More airports and more places to visit in Japan = B1esE

B Fukuoka B New-Chitose (Sapporo)

Passengers/year  International: 3.86
23.63 Million Domestic: 19.78

Passengers/year International: 6.92
24.85 Million Domestic: 17.93

International Passenger terminal
capability enhancement

(Second runway under construction)

e

Gate and apron
. | area expansion

Hakata Ramen noodles

Sapporo Snow Festival | 13

Photo: Provided by Fukuoka-city



For More Efficient and Smoother Travel ! Y B13%ER

B Promote the integrated airport management

Present New

Management is separated at each airport .
9 P P B Integrated airport management

> Government (MLIT) ==Y by outsourcing to private sectors for
: Aeronautical activities greater efficiency.

(Runways, aprons, etc.)

Integrated management

> Private companies* _
: Non-aeronautical activities |~ —
(Terminal buildings, etc.)

(* In many cases, joint public-private enterprises)

B Introduce advanced technologies to facilitate
procedures at airports ~ “FAST TRAVEL” ~

» Smooth process by using common check-
In kiosks for multiple airlines, self baggage
drops, facial recognition gates, etc.

Facial recognition gate Automatic gate 14



Summary EI3es

B Remarkable traffic growth continues between North America
and Southeast Asia.

B Moreover, the aviation networks between Southeast Asia and
Japan, and between North America and Japan are rapidly
growing, partly because of the newly launched inbound tourism
promotion by Japan.

B Passengers from the North American region can take
advantage of this phenomenal change.

B To accelerate that trend, the Japanese government and
Japanese airport operators are working hard to expand airport
capacity, and is taking various actions towards more efficient

and smoother travel.

We welcome U.S. tourists coming to Japan for both travel and transit! .



Thank you for your attention.

@

3 T3188

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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